
リスト 

ピアノ曲は、技巧的な華やかさと深い音楽性を兼ね備えており、彼の時代を代表する重

要な作品群です。彼の作品は、演奏者に高度な技術を要求する一方で、豊かな感情

表現やドラマティックな要素も持っています。以下に、彼の代表的なピアノ曲をいくつか

挙げ、それぞれを詳しく解説します。 

フランツ・リスト（Franz Liszt, 1811-1886）は、ハンガリー出身の作曲家、ピアニスト、指揮

者であり、ロマン派音楽を代表する重要な人物です。彼は音楽史において、ピアノ演奏

の技術を飛躍的に向上させ、多くの革新的な作曲技法を生み出しました。リストの生涯

と思想について詳しく見ていきましょう。 

1. リストの生涯 

幼少期と音楽の始まり 

• 1811 年: リストは、オーストリア帝国（現在のハンガリー）のライディング（Raiding）で

生まれました。父親はアダム・リストで、エステルハージ家に仕える音楽家でし

た。リストは幼少期からピアノの才能を示し、9歳で初めて公開演奏を行いまし

た。 

• 1820 年: 父とともにウィーンに移り、名教師カール・チェルニーとアントニオ・サリ

エリに師事。ウィーンでの成功後、家族はパリに移住しましたが、リストはパリ音楽

院への入学を断られました。それにもかかわらず、彼の名声は広がり、ヨーロッパ

各地で演奏旅行を行うようになりました。 

青年期と成功 

• 1830 年代: リストはパリでショパンやベルリオーズと親交を結び、ロマン派音楽の

中心人物となりました。この時期、彼は著名なヴィルトゥオーゾ・ピアニストとして名

を馳せ、華麗な演奏と即興演奏で観客を魅了しました。 

• 1835 年: マリー・ダグー伯爵夫人との関係が始まり、二人は数年間にわたって

共に暮らし、三人の子供をもうけました。この期間、リストは作曲に専念し、多くの

作品を生み出しました。 



中年期と後年 

• 1848 年: リストはヴァイマル宮廷楽団の音楽監督に就任し、作曲家としても活動

を続けました。この時期に彼は「交響詩」という新しい形式を開発し、ベートーヴェ

ンの後継者としての地位を確立しました。また、ヴァイマルで若い作曲家たちを指

導し、音楽の発展に貢献しました。 

• 1861 年: リストはローマに移住し、宗教的な生活を送り始めました。彼は宗教音

楽の作曲に専念し、カトリック教会の修道士としての生活を送りました。 

晩年と死 

• 1886 年: リストはドイツのバイロイトで没しました。彼の晩年は健康が悪化しながら

も精力的に作曲を続け、最終的に彼はヨーロッパ音楽界の巨匠としてその地位

を不動のものにしました。 

2. リストの思想 

ヴィルトゥオーゾとしての思想 

• リストは、ヴィルトゥオーゾ（超絶技巧を持つ演奏家）としての自覚を持ち、ピアノ演

奏の新しい可能性を追求しました。彼は、演奏技術だけでなく、音楽を通じて聴

衆に強烈な感情を伝えることを重視しました。また、彼の演奏スタイルは視覚的

にも魅力的で、観客を楽しませるエンターテイナーとしての側面も持っていまし

た。 

音楽的革新 

• リストは作曲家としても革新的な考え方を持っていました。彼は「交響詩」という形

式を考案し、一つの詩的または叙述的なアイデアを中心に構成された交響楽

曲を作曲しました。この形式は後に他の作曲家たちに大きな影響を与えました。 

• また、彼のピアノ作品は、当時のピアノ音楽の技術的限界を押し広げ、後の作

曲家たちにとって重要な影響を与えました。 

宗教と哲学 



• リストは晩年、宗教的な思想に深く傾倒し、宗教音楽の作曲に力を入れました。

彼はカトリック教会の教えに強く共鳴し、自身の人生を神に捧げる姿勢を取るよう

になりました。また、彼は音楽を通じて人々の心を浄化し、精神的な救いを与える

手段と捉えていました。 

3. リストの影響と遺産 

リストはピアノ音楽の発展において重要な役割を果たし、その影響は現在でも続いていま

す。彼の作品は、演奏者に高度な技術を要求するだけでなく、深い音楽性を表現する

ことを求められます。また、彼の交響詩やその他のオーケストラ作品は、後の作曲家たち

に大きな影響を与えました。リストは音楽家としてだけでなく、教育者としても後進の指導

に尽力し、多くの優れた音楽家を世に送り出しました。 

リストの生涯と思想は、彼が単なるヴィルトゥオーゾでなく、音楽史において革新者であ

り、深い精神性を持つ人物であったことを示しています。彼の音楽は、技術的な挑戦を

超えたところにある、心の深奥に響くものであり、今も多くの人々に愛されています。 

 

1. ハンガリー狂詩曲 

• 概要: リストの「ハンガリー狂詩曲」は、全 19曲からなるピアノ独奏曲集で、ハン

ガリーの民族音楽やジプシー音楽にインスパイアされています。非常に華やかで

演奏効果の高い作品が多く、ピアニストの技巧を示すためによく演奏されます。 

• 代表曲: 

o 第 2 番 嬰ハ短調: 最も有名な狂詩曲で、壮大な序奏に続く急速で

華麗な部分が特徴です。ジプシー音楽に影響を受けた旋律が印象的

で、映画やアニメなどでも広く使われています。 

o 第 6 番 変ニ長調: 雄大な序奏と、躍動感あふれる急速な部分が交

互に現れる、典型的なリストのスタイルを感じさせる作品です。 

2. ラ・カンパネラ 



• 概要: 「ラ・カンパネラ」は、リストがパガニーニのヴァイオリン曲を基に編曲した 6

つの練習曲の第 3曲です。ベルの音を模した軽快な右手の跳躍が特徴で、

非常に難易度の高い作品です。 

• 特徴: 高速で跳ねるようなリズムと、華麗な装飾音が組み合わさり、聴く者を魅

了します。技術的に極めて難しく、リストの演奏技術を最大限に活かした作品で

す。 

3. メフィスト・ワルツ 

• 概要: 「メフィスト・ワルツ」は、リストがファウスト伝説に基づいて作曲した一連の

作品の中で最も有名なものです。このワルツは、悪魔メフィストがファウストを誘惑

する場面を描写しています。 

• 特徴: ワルツの形式を取りながらも、極めて情熱的でドラマチックな内容を持ち

ます。技巧的な要素と音楽的な表現が高度に融合しており、リストの代表作の

一つです。 

4. 超絶技巧練習曲 

• 概要: 「超絶技巧練習曲」は、リストが若い頃から徐々に改訂を重ね、最終的

に 12曲からなる一大ピアノ作品集として完成されました。各曲は非常に技巧的

であり、ピアニストに極限の技術を要求します。 

• 代表曲: 

o 第 4 曲 「マゼッパ」: 勢いよく駆け抜けるような急速なパッセージが特徴

で、マゼッパの伝説を音楽で表現しています。 

o 第 10 曲 「Appassionata」: 情熱的で力強いテーマが印象的な作品で、

深い表現力が求められます。 

5. 愛の夢 

• 概要: 「愛の夢」は、リストが作曲した 3つの夜想曲の中で、特に第 3番が広く

知られています。この曲は、愛に対する思いを繊細かつ情熱的に描いており、

多くの人々に愛されています。 



• 特徴: 甘美で歌うようなメロディが特徴で、感情の込められた表現が重要です。

優雅でロマンティックな雰囲気が漂い、リストの抒情性が最も発揮された作品の

一つです。 

「ため息」 

彼の最も有名なピアノ曲の一つで、「愛の夢」または「リーベストラウム」という三部作の

第 3曲です。以下にこの曲について詳しく説明します。 

1. 背景と作曲の経緯 

• 作曲年: 1850年頃に作曲されました。「愛の夢」という三部作は、もともとリストが

歌曲として作曲したものを、ピアノソロ用に編曲したものです。各曲は異なる詩に

基づいており、愛の異なる側面を表現しています。 

• 詩のインスピレーション: 第 3曲「ため息」は、フェルディナント・フライリグラートの詩

「O Lieb, so lang du lieben kannst」に基づいています。この詩は、愛のはかなさや、

愛することの重要性を謳っています。 

2. 構成と音楽的特徴 

楽曲の形式と構成 

• 形式: この曲は「アバ形式」（A-B-A）で構成されています。つまり、最初に提示

されたテーマ（A）が、中間部（B）を挟んで、再び戻ってくる形式です。 

• A セクション: 静かな導入に続いて、甘美で流れるような旋律が現れます。この

メロディーは、愛の感情を表現しており、リスト特有の華麗な装飾音が施されてい

ます。 

• B セクション: 中間部では、曲調が変わり、やや激しい感情が込められたパッセ

ージが登場します。この部分は、愛の中での葛藤や苦悩を表現していると言わ

れています。 

• A セクションの再現: 再び静かな冒頭の旋律が戻ってきますが、やや異なる形

で再現され、曲は穏やかに終わります。 



音楽的特徴 

• 旋律: この曲の旋律は非常に美しく、リストの作品の中でも特に愛されている部

分です。甘く哀愁を帯びたメロディーが、愛の儚さを象徴的に描写しています。 

• 和声: 和声の進行も非常に印象的で、半音階的な動きが感情を豊かに表現

しています。また、転調が多く、リストの高度な作曲技術が伺えます。 

• 技術的要求: 「ため息」は技巧的に高度なピアノ作品であり、演奏者には繊細

なタッチと、感情を込めた表現力が求められます。特に、右手の旋律と左手の

伴奏のバランスが重要です。 

3. 演奏と解釈 

• 演奏難易度: 「ため息」は、リストの作品の中では比較的短いながらも、その表

現力や技術的な要求から、上級者向けの作品とされています。特に、メロディ

ーを浮き立たせながら、伴奏をコントロールすることが求められます。 

• 解釈: この曲は愛の儚さをテーマにしているため、演奏者は感情の起伏を豊か

に表現する必要があります。特に、メロディーラインの歌わせ方や、強弱の対比

が重要です。多くの演奏者は、この曲を感傷的かつ抒情的に解釈し、リストが

意図した愛の美しさと儚さを表現しようとします。 

4. 文化的影響と評価 

• 広く愛される作品: 「ため息」はリストのピアノ作品の中で非常に有名で、コンサ

ートでも頻繁に演奏されます。また、映画やテレビ番組でも使用されることが多く、

クラシック音楽に親しみのない人々にも広く知られています。 

• 評価: この曲はリストのロマン派音楽の精髄を示す作品とされ、感情豊かなメロ

ディーと技術的な輝きが高く評価されています。 

「ため息」はリストの美的感覚と技術力を結集した作品であり、彼の音楽のロマンティック

な側面を代表するものです。この曲を通じて、リストは愛の深い感情を音楽で描写し、演

奏者と聴衆の心に深い印象を残します。 

 



6. ダンテを読んで - ソナタ風幻想曲 

• 概要: 「ダンテを読んで - ソナタ風幻想曲」は、リストがダンテの『神曲』にインス

パイアされて作曲した作品で、壮大なスケールの幻想曲です。 

• 特徴: 地獄の描写や天国への登頂など、ダンテの詩を音楽で表現しようとして

います。劇的で激しいパッセージと、静寂で神秘的な部分が交互に現れ、深

い精神性を持つ作品です。 

7. ファウスト交響曲 

• 概要: 「ファウスト交響曲」は、リストがゲーテの『ファウスト』に基づいて作曲した

交響曲ですが、そのピアノ編曲版も存在します。この作品は 3つの楽章からな

り、各楽章はファウスト、グレートヒェン、メフィストフェレスを表現しています。 

• 特徴: 豊かな和声と対位法が使われ、オーケストラ版と同様に、深いドラマ性

と複雑な構造を持っています。ピアニストにとっては、非常に難易度の高い編曲

です。 

8. スペイン狂詩曲 

• 概要: 「スペイン狂詩曲」は、リストがスペインの民族音楽を取り入れて作曲した

華麗な作品です。彼の旅の経験が反映されたエキゾチックな要素が特徴で

す。 

• 特徴: リズムやメロディがスペイン風であり、ダンサブルで情熱的な音楽が展開さ

れます。技巧的にも華やかで、ピアノ演奏の見せ場となる曲です。 

9. 巡礼の年 

• 概要: 「巡礼の年」は、リストがヨーロッパ各地を旅する中で得たインスピレーショ

ンをもとに作曲されたピアノ曲集です。全 3巻からなり、それぞれが異なる土地や

文化を反映しています。 

• 代表曲: 

o 第 2 巻 「イタリア」から「ダンテを読んで - ソナタ風幻想曲」: 前述の

ダンテの作品に基づく幻想曲が含まれます。 



o 第 1 巻 「スイス」から「ジュネーヴの鐘」: スイスの自然や風景を描写した

曲が多く、感情豊かな表現が特徴です。 

10. パガニーニによる大練習曲 

• 概要: この曲集は、リストがヴァイオリンの名手ニコロ・パガニーニの作品に基づ

いて作曲した、6つの練習曲集です。ヴァイオリンの技巧をピアノに転用する試み

がなされており、非常に高度な技術が要求されます。 

• 代表曲: 

o 第 3 曲 「ラ・カンパネラ」: 前述の通り、非常に有名で、ピアニストにとっ

ても挑戦的な作品です。 

 

リストのピアノ作品は、彼の時代を代表する技術的・表現的な挑戦を伴う作品群です。

彼の作品を演奏することで、ピアニストは技術と感情表現の両方を高めることができま

す。リストはその生涯を通じて、ピアノ音楽に革新をもたらし、多くの作曲家に影響を与えま

した。 
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